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食 育 推 進
コ ナー ー

遠藤家住宅主屋 遠藤家住宅土蔵

新田代表の指揮に合わせて練習を繰り返す

結成61年を迎え、張り切るメンバー

　

阿
部
澄
子
さ
ん
は
大
正
７
年
12
月
２

日
、北
海
道
神
恵
内
村
で
秋
山
政
治・ハ
ツ

夫
妻
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。20

歳
こ
ろ
、父
の
古
里
の
旧
雄
勝
町
に
家
族

で
移
住
。22
歳
の
時
に
、阿
部
四
郎
兵
衞
さ

ん
と
結
婚
し
、５
男
を
授
か
り
ま
し
た
。

　

夫
の
仕
事
の
関
係
で
東
京
に
住
ん
だ

後
、雄
勝
町
大
浜
で
ノ
リ
、ワ
カ
メ
の
養
殖

に
夫
婦
で
取
り
組
み
ま
し
た
。養
殖
の
傍

ら
に
は
畑
を
耕
す
な
ど
し
て
家
計
を
支

え
、子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。現
在
は

孫
10
人
、ひ
孫
が
６
人
い
ま
す
。

　

夫
亡
き
後
も
、家
族
と
と
も
に
大
浜
で

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、震
災
で
自
宅
が

流
失
し
、仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
経
験
す

る
な
ど
の
苦
労
も
味
わ
い
ま
し
た
。２
年

前
か
ら
は
、河
北
地
区
の
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
で
、雄
勝
地
区
出
身
の
人
た

読
書
と
野
菜
で
日
々
健
康

ち
と
触
れ
合
い
、穏
や
か
な
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
読
書
。歴
史
小
説
が
好
き
で
、毎

日
欠
か
さ
ず
本
を
開
い
て
い
ま
す
。耳
は

や
や
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、問
い
掛
け
に

は
、は
つ
ら
つ
と
応
じ
ま
す
。健
康
の
も
う

一
つ
の
秘ひ

訣け
つ

は
何
で
も
食
べ
る
こ
と
。特

に
野
菜
は
大
好
物
で
、旬
の
味
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

阿
部　

澄す
み

子こ

さ
ん�

１
０
０
歳（
大
浜
）

　

平
成
30
年
11
月
16
日
、文
部

科
学
省
文
化
審
議
会
が
市
北
村

の
遠
藤
家
住
宅
を
国
の
登
録
有

形
文
化
財（
建
造
物
）と
し
て
登

録
を
答
申
し
ま
し
た
。遠
藤
家

住
宅
敷
地
内
に
は
主し

ゅ
お
く屋
の
他
、

四
つ
の
付
属
屋
が
あ
り
ま
す

が
、そ
の
中
で
主
屋
と
土
蔵
が

登
録
の
対
象
で
す
。

　
遠
藤
家
は
古
く
は
葛
西
氏
の

家
臣
で
、慶
長
年
間
に
北
村
で

帰
農
し
、江
戸
期
に
は
肝
入
、明

治
期
に
は
村
長
を
務
め
る
な

ど
、地
域
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。遠
藤
家
住
宅
主
屋
と
土
蔵

は
棟
札
に
よ
る
と
、共
に
明
治

29
年
の
建
築
、棟
梁
は
岩
手
県

気
仙
地
方
の
大
工
集
団
、気
仙

大
工
の
黄
川
田
善
治
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
屋
は
切
妻
造
り
の
平
屋
建

て（
１
部
２
階
建
て
）で
、桁
行

15
間
、梁
行
６
間
半
の
規
模
を

有
し
、東
に
土
間
、西
に
４
列

に
各
２
室
を
並
べ
、上
手
列
奥

を
座
敷
と
し
ま
す
。ヒ
ロ
マ
と

ザ
シ
キ
の
長な

げ
し押
を
板
長
押
と
す

る
、縁
側
の
隅
を
扇
状
に
す
る

な
ど
、気
仙
大
工
特
有
の
意
匠

が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
仙
大
工
の
手
掛
け
た
住
宅
の

中
で
は
、県
東
北
部
で
屈
指
の

上
質
な
近
代
和
風
住
宅
で
す
。

　
土
蔵
は
主
屋
西
側
に
東
面
し

て
建
つ
文
庫
蔵
で
、土
蔵
造
り

２
階
建
て
、屋
根
は
置
屋
根
形

式
の
切
妻
造
妻
入
、内
部
は
半

間
ご
と
に
柱
を
立
て
て
堅
牢
に

造
ら
れ
て
い
ま
す
。黒
地
の
鉢

巻
の
上
に
漆し

っ
く
い喰
白
抜
き
の
マ
ユ

ガ
キ
と
唐
草
模
様
が
施
さ
れ
、

こ
こ
に
も
気
仙
大
工
の
技
法
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
気
仙
大
工
の
技

術
の
特
徴
を
顕
著
に
有
し
て
い

る
こ
と
、棟
札
が
残
っ
て
お
り
、

建
築
年
代
や
棟
梁
の
名
前
が
判

明
し
て
い
る
こ
と
で
、歴
史
的

価
値
が
高
い
と
の
評
価
を
受

け
、官
報
告
示
を
経
て
正
式
に

登
録
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
平
成
31
年
１
月
現
在
）

生
涯
学
習
課

気
仙
大
工
の
技
法
、随
所
に

105

遠
藤
家
住
宅

※
遠
藤
家
住
宅
は
所
有
者
が
居
住
し

て
い
ま
す
。見
学
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

　広渕小学校では、「学校田」で地域の方々の指導を受けながら、もち米を栽培
しています。春の田植えから夏の生育調査、秋の稲刈り、脱穀まで一年かけて
収穫したお米は深谷サークルの「お正月教室」での餅つきに使い、児童はもち
ろん、保護者や地域の方々と一緒に、ふるさとのめぐみとしておいしく味わい
ました。� □問　学校教育課（内線5029）

＜ふるさとのめぐみを味わおう＞

コ
ン
テ
ス
ト
で
ゴ
ー
ル
ド
賞
に

選
ば
れ
た
作
品「
こ
と
ば
」に
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
付
け
た
曲
を
練
習

し
ま
し
た
。新
田
昭
夫
代
表
の

指
揮
で
何
度
も
練
習
し
、ハ
ー

モ
ニ
ー
に
磨
き
を
掛
け
て
い
き

ま
す
。締
め
く
く
り
に
は
同
合

唱
団
の
定
番
曲
の「
さ
よ
う
な

ら
」を
新
田
代
表
も
加
わ
り
、全

員
で
歌
い
ま
し
た
。

　

新
田
代
表
は「
合
唱
は
声
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
だ
け
で
な
く
、心

と
心
の
響
き
合
い
。お
互
い
を

高
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
強
調
し
ま
す
。

　

定
期
演
奏
会
と
と
も
に
、毎

夏
の
県
北
合
唱
祭
と
秋
の
市
民

合
唱
祭
に
も
参
加
。団
員
は「
声

を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
」「
仲
間

と
会
え
る
こ
と
」の
二
つ
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。震
災
を

乗
り
越
え
、歌
う
喜
び
を
か
み

し
め
、新
た
な
歴
史
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。

　

結
成
は
昭
和
33
年
２
月
。今

月
で
発
足
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

61
年
に
な
り
ま
し
た
。昭
和
34

年
３
月
に
、初
め
て
の
演
奏
会

を
開
催
し
、そ
の
後
は
秋
に
年

１
回
の
定
期
演
奏
会
の
開
催
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、会
員
は
男
女
合
わ
せ

て
20
人
。40
代
～
80
代
と
幅
広

い
年
齢
層
が
集
い
、毎
週
金
曜

日
の
午
後
２
時
～
４
時
に
石
巻

中
央
公
民
館
で
、じ
っ
く
り
と

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

震
災
被
害
に
遭
っ
た
会
員
も
い

ま
す
が
、仲
間
の
力
を
結
集
し
、

歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
近
、取
り
組
ん
で
い
る
作

品
は
星
野
富
弘
作
詞
、杉
本
龍

之
作
曲
の「
ひ
と
粒
の
種
の
よ

う
に
」の
混
声
合
唱
組
曲
。１
月

11
日
の
練
習
で
は
、同
組
曲
以

外
に
も
、年
頭
と
い
う
こ
と
で

「
一
月
一
日
」を
歌
い
ま
し
た
。

季
節
や
、そ
の
時
々
の
話
題
に

合
わ
せ
た
曲
を
歌
う
こ
と
で
、

練
習
に
メ
リ
ハ
リ
を
与
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、こ
の
日
は
震
災
の

翌
年
に
石
巻
専
修
大
と
石
巻
市

女
高
が
募
集
し
た
復
興
応
援
詩

心
重
ね
て
ハ
ー
モ
ニ
ー

癒
や
し
の
響
き
で
61
年

石
巻
市
民
合
唱
団

115
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　牡鹿地区で水揚げした海産物を格安提供する「第６回牡鹿半島はまっこ市」
が12月22、23の両日、牡鹿公民館跡地で開かれました。金華山周辺の定置網で
取れた新鮮なタラやヒラメなどを来場者が落札する競り市は、熱気に包まれま
した。バケツいっぱいの魚の豪快詰め合わせ販売、ノリやカキなどが入った「は
まっこ汁」の試食などもあり、磯の香りを満喫したイベントとなりました。

　雄勝保育所の子どもたち
10人が12月4日、特別養護
老人ホーム「雄心苑」を訪問
しました。今年度２回目の訪
問で、施設利用者たちを前に
「どんぐりころころ」「やき
いもグーチーパー」の歌をは
じめ、「きらきらぼし」のハ
ンドベル演奏や、フラダンス
などのお遊戯を披露しました。発表の後には子どもたちが手作りした大
きなクリスマスリースをプレゼントし、肩たたきや握手で利用者たちと
触れ合いました。

　「石巻市消防団出初式」が
1月６日、河北総合センター
と隣接する旧北上川河川敷で
ありました。式典は無火災を
祈る黙とうで始まり、あいさ
つで松川恵洋地区団長は「自
分たちの地区は自分たちで守
るという決意を持ち精進して
ほしい」と述べました。功労
者表彰の後、河川敷で観閲式と小型ポンプ積載車による一斉放水を行
い、無火災・無災害への願いを新たにしました。

　桃生地区芸能祭が12月２
日に桃生公民館で行われまし
た。参加した32組の有志団
体は、この日のために、はね
こ踊りや股旅、楽器演奏、カ
ラオケなど、それぞれの特技
を熱心に練習してきました。
当日は練習の成果が十便に発
揮され、出し物が発表される
たびに大いに盛り上がりました。最後に大抽選会も行われ、会場に笑顔
があふれました。

　石ノ森萬画館で1月１、２
の両日、「マンガッタンお正
月」が開かれました。穏やか
な初春を迎え、餅つき大会や
たこ揚げに多くの家族連れが
参加しました。餅つき大会で
は、子どもたちが保護者らと
一緒にきねでつき、ごまとき
な粉餅にして来場者に振る舞
われました。1,000円～１万円の福袋も販売され、縁起物を求める人の
笑顔が広がりました。

　正月用の食材などを集め
た「にっこり歳の市」が12月
28日、石巻・川のビジターセ
ンターと北上観光物産交流セ
ンターの駐車場で開かれまし
た。北上地区や、隣接する南
三陸町などから２０店が軒を
並べ、特産の塩蔵ワカメや生
きアワビ、タコのほか、野菜
などが販売されました。地元の女川法印神楽も披露され、多くの買い物
客は楽しみながら店を巡っていました。

　石巻地区交通安全協会河南
支部と女性部は12月５日、
前谷地のホームセンター駐車
場で特産品のからし巻きをド
ライバーに配布し、安全運転
を呼び掛ける「からしまき作
戦」を繰り広げました。圧雪
や凍結で滑りやすい冬場の運
転は油断禁物です。ハンドル
を握る時は「ピリッとした気持ちで」との願いを込め、ドライバーに無
事故を訴えました。

子どもたちが笑顔を届ける

旬の魚が勢ぞろい、格安で販売

無火災へ誓い新たに一斉放水

はねこ踊りに股旅、カラオケ

餅つき、たこ揚げで初春祝う

正月は地元の海と山の幸で

ピリッと引き締め 運転を

牡
鹿
半
島
は
ま
っ
こ
市

特
養「
雄
心
苑
」を
慰
問

石
巻
市
消
防
団
出
初
式

桃
生
地
区
芸
能
祭

マ
ン
ガ
ッ
タ
ン
お
正
月

に
っ
こ
り
歳
の
市

交
通
安
全 

か
ら
し
ま
き
作
戦
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